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　本書のタイトルからしてユニークである．
いったい何が書いてあるのかと興味をそそ
る．本書は夜間当直や夜勤のある医療従事
者，特に医師向けに書かれたマニュアル本
の類である．しかし，そこらのマニュアル
本とは全く異なる．救急医，睡眠専門医，
看護師の3人がそれぞれの立場から夜勤をす
るうえでのさまざまな問題・課題を取り上
げてわかりやすく解説している．その取り
上げた問題・課題がユニークなのである．
全体は「夜の勤務チーム」「夜勤における睡
眠」「患者さんが安定するための先手の予防
策」「夜のトラブルにどう対応するか」と題
する 4つの PARTに分かれており，それぞれ
の PARTでいかにも夜勤にありがちな具体的
な問題に答えてくれる．評者にとってはと
りわけ PART 2が秀逸に思われた．患者の睡
眠障害を扱うだけではなく，夜勤者自身の
睡眠衛生についても解説している．「よい睡
眠とは？」「必要な睡眠時間は？」「夜勤者の
睡眠に起こっていることとは？」「交代勤務
障害とは？」「自分の睡眠を守り，患者の睡
眠を守る」などのテーマは患者の不眠症対策
くらいしかこれまで頭に浮かばなかった評
者にとって衝撃的な問題・課題提起であり，
とても勉強になる．PRAT 1では「夜勤におけ
る準備」「チーム医療のあり方」「リーダー
シップとフォロワーシップとは？」など，

PART 3では「患者の身体抑制」「不眠患者に
対する睡眠薬の使い方」「悪化しそうな患者
の気づき方」などが説明されている．PART 4
はいわゆる当直医向けマニュアル本のごと
きテーマを取り上げている．「急変時の対
応」「患者が頭を打った」「発熱した」「呼吸が
苦しい」「意識が急変した」等々のテーマに
ついてその対応の仕方をわかりやすく簡潔
に説明している．すべての問題・課題につ
いて数ページから 5～6ページで纏められて
おり，はじめにキーポイントが数行の箇条
書きで挿入され，末尾には必ず 1～3個の重
要文献がついている．それぞれの問題・課
題について，救急医，睡眠専門医，看護師
のいずれか 1人が署名入りで解説している
が，そこに執筆担当者とは別の立場から漫
画的なイラスト入りで他の著者のコメント
が加えられている．そのため，読者はどの
問題・課題についても異なる専門をもつ3人
のメッセージを知ることで，理解がさらに
深まる仕掛けとなっている．
　これから夜間当直や夜勤勤務に入るよう
な卒後初期研修中の医師には是非一読して
座右の書としてほしい一冊である．また，
すでに当直，夜勤勤務の経験が長い医師に
とっても勤務の質を上げ自身の健康を管理
するために，一読を勧めたい．
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